
（別紙）パブリックコメント結果 

令和４年４月１５日 

 

小金井市交通安全計画（案）に対する意見及び検討結果について 

 

意見募集期間：令和３年１２月１５日から令和４年１月２１日まで 

意見提出数 ：２人・２件 

 

番号 項目 寄せられた意見 意見に対する検討結果 
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 市在住の一般市民です。日常的に自転車を使ってい

ます。自転車が車道を走るというルールを子どもにも

当てはめるなら、交通量の多い道路の歩道側にサイク

ルレーンを設けてはいかがでしょうか。道路にペイン

トして自転車のスペースを確保すれば、自転車に乗る

人達、特に子どもの安全性が向上するのではないかと

思います。市内には狭い道路や歩道さえない道路がた

くさんあるので、全ての道路でレーンを設けるのは、

もちろん無理ですが。また、見通しの悪い交差点を渡

るときは、後方にも注意しながら減速し、多少道路の

真ん中に出ないと急な飛び出しに対応できませんし、

駐車してある車を避けるにはレーンを守ってはいられ

ません。 

どういう場面でレーンからはみ出して走行してもい

いのかを明確に決めて周知する必要があると感じま

す。 

 例外を除いては車道を走行するとなると、右折時は、

例えば自転車が車両とみなされている英国のように、

中央線まで出ていく必要があるのでしょうか。それは

 まず、サイクルレーンにつきましては、東八道路、東

大通りに設置されており、今後も関係機関と連携し、推

進してまいります。 

また、自転車に関する様々なご意見ですが、８頁の第

４章から記載しておりますが、本市としましても、最重

要課題として、「自転車の安全利用の推進」を掲げてお

り、併せて、ルールやマナーの改善対策も重要であると

考えております。今後においても関係機関が一体とな

り、総合的な対策を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと、怖いです。自分が小学生の時は、右折時は

自転車を降りて、歩行者として歩いて交差点を渡るよ

うにと言われましたが、そうすると歩道に乗り上げな

ければならず、道路上を走行するという決まりが守れ

ません。あるいは、歩道に乗り上げる前に車道上でい

きなり自転車を降りて歩行者になるのもかなり危ない

し、横を走る車も気が気じゃないでしょう。そこで、

歩道に乗り上げた途端に降りて歩行者になるという方

法を使っていますが、右折の場合どうしたらいいか、

現実的な方法を考えて周知する必要があると思いま

す。 

 車道を逆走している自転車がたまにいますが、大変

危険なので、車道では左側通行に統一するという案は

いいと思います。 

 歩道をやむなく走行するときは、人を避けながら、

極力じゃまにならないように、すみませんと声をかけ

ながら、それでもかち合うときは歩行者優先で、いつ

でも止まれるようにゆっくりと走行し、歩道に人が多

いときは、自転車を降りて歩行者として歩く、という

マナーが必要だと感じます。歩行者と自転車のみの道

では、自転車レーンから外れないようにしながらも、

自転車レーンに立っていたり、レーン内を歩いている

歩行者を蹴散らさないように柔軟性を持って走行する

必要があります。 

 小学校からしっかり必修科目として自転車の乗り方

を教える必要がありますし、一般市民も研修の機会が

豊富にあるべきです。義務化はちょっと行き過ぎかも

しれないけど、研修受けた人には、案にもあるように

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

安全走行宣言カードや、免許証を発行するとか、自転

車にかっこいいステッカーを貼って表示できるように

するとか、見える化したらいいのかも。 

 パブコメを書こうとして改めて考えると、白黒はっ

きりしない場面がかなりたくさんあるのが自転車だと

いうことに気づきます。みなさん、とにかく思いやり

の心を持って走行しましょうね。 
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 交通安全計画に関する意見 １６Ｐ、１９Ｐ 

この計画案には、自転車に絡む事故が多いことが懸

念されているが、自転車を運転している人のルール違

反を具体的に減らす方策がかかれていないと感じる。 

 一般的な注意だけでは、事故は減らないのではない

でしょうか。 

市内の道路に次のような表示を多数掲げることを計

画の中に記載することを求めます。 

「自転車は１３歳未満と７０歳以上の人以外は原則、

歩道走行は禁止です」 

「自転車を並んで走るのは禁止です」 

 歩道を自転車で走ってもいいと勘違いしている人が

多いのではないでしょうか。 

 国分寺市では、「自転車歩道走行禁止」の看板が立て

られている箇所が目につきました。 

 

まず、自転車に絡む事故防止対策につきましては、１

５頁の第５章 １ ⑴ ②に記載しております。 

また、次の３つのご意見につきましては、１９頁に「自

転車安全利用五則」を記載しておりますが、こちらは全

国共通となっておりますのでご理解ください。 

なお、国分寺市のような「自転車歩道通行禁止」看板

につきましては、今後の参考にさせていただきたいと考

えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※提出された意見は、原則として全文を掲載します。なお、同趣旨の意見が多数ある場合は、（他に○件）と表示します。 


